
JP 4152885 B2 2008.9.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　順方向電流によって駆動されて、混合した色の光を発生する赤、緑及び青の発光ダイオ
ードを含むＬＥＤ発光体制御システムが：
　前記ＬＥＤ発光体によって発生される混合した色の光を表わす帰還値を生成し、該帰還
値がホトダイオードの出力信号に相当する、帰還値生成用の帰還ユニットと；
　前記帰還ユニットに作動的に結合され、前記帰還値と所望される混合した色の光を表わ
す基準値との差を求めて、該差に基づいて制御電圧及び順方向電流のうちの少なくとも１
つを調整するコントローラと；
を具え、
　前記帰還ユニットが、前記各赤、緑及び青ＬＥＤに対応する第１、第２及び第３のフィ
ルタ付きホトダイオードと、１つのフィルタ無しホトダイオードも具え、前記帰還ユニッ
トが、前記各赤、緑及び青ＬＥＤに対する前記第１、第２及び第３ホトダイオードの出力
信号と、前記フィルタ無しホトダイオードの出力信号とを生成し；且つ
　前記コントローラが、前記赤、緑及び青ＬＥＤに対するフィルタ付きホトダイオードの
出力信号を前記赤、緑及び青ＬＥＤに対するフィルタ無しホトダイオードの出力信号で割
ることによりホトダイオードの出力信号比を計算し、該ホトダイオードの出力信号比を利
用して、各赤、緑及び青ＬＥＤに対する色度座標を求め、且つ各赤、緑及び青ＬＥＤに対
する順方向電流を調整して、所望される混合した色の光を発生するようにしたことを特徴
とするＬＥＤ発光体制御システム。
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【請求項２】
　前記コントローラが、各赤、緑及び青ＬＥＤに対するホトダイオードの出力信号比と色
度座標との関係を含むルック－アップテーブルにアクセスすることによって各赤、緑及び
青ＬＥＤに対する色度座標を決定するようにしたことを特徴とする請求項１に記載のＬＥ
Ｄ発光体制御システム。
【請求項３】
　前記帰還ユニットが、前記ホトダイオードの出力光電流を電圧信号に変換するための増
幅兼信号変換回路も具えていることを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ発光体制御シス
テム。
【請求項４】
　前記帰還ユニットが前記帰還値を前記コントローラに供給する手段も具えていることを
特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ発光体制御システム。
【請求項５】
　前記コントローラに作動的に結合されて、ユーザに前記所望される混合した色の光を選
択させるユーザインタフェースも具えていることを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ発
光体制御システム。
【請求項６】
　前記コントローラに作動的に結合されて、前記所望される混合した色の光を表わす基準
値を記憶し、且つ前記コントローラに供給するメモリも具えていることを特徴とする請求
項５に記載のＬＥＤ発光体制御システム。
【請求項７】
　前記基準値がＣＩＥ １９３１色度座標系の色度座標に相当することを特徴とする請求
項１に記載のＬＥＤ発光体制御システム。
【請求項８】
　前記基準値がＲＧＢ表色系の色度座標に相当することを特徴とする請求項１に記載のＬ
ＥＤ発光体制御システム。
【請求項９】
　前記コントローラに作動的に結合され、前記帰還値と前記基準値との前記差に基づいて
制御電圧を発生する電圧発生器も具え、前記コントローラが、前記ＬＥＤ発光体の赤、緑
及び青ＬＥＤの各々に対する順方向電流を調整するように、前記各赤、緑及び青ＬＥＤド
ライバに前記制御電圧を供給して、所望される色の光を発生するようにしたことを特徴と
する請求項１に記載のＬＥＤ発光体制御システム。
【請求項１０】
　前記コントローラに作動的に結合され、ユーザが選択し得る複数の所望される混合した
色の光を事前記憶するメモリも具えていることを特徴とする請求項１に記載のＬＥＤ発光
体制御システム。
【請求項１１】
　順方向電流によって駆動されて、混合した色の光を発生する赤、緑及び青の発光ダイオ
ードを含む、ＬＥＤ発光体の制御方法であって、
　各赤、緑及び青ＬＥＤに対応するフィルタ付きホトダイオードの出力信号を測定するス
テップと、
　ＬＥＤ発光体の各赤、緑及び青ＬＥＤに対応するフィルタ無しホトダイオードの出力信
号を測定するステップと、
　各赤、緑及び青ＬＥＤに対するフィルタ付きホトダイオードの出力信号をフィルタ無し
ホトダイオードの出力信号で割ることによってホトダイオードの出力信号比を計算するス
テップと、
　前記ホトダイオードの出力信号比を利用して、各赤、緑及び青ＬＥＤに対する色度座標
を決定するステップと、
　各赤、緑及び青ＬＥＤに対する順方向電流を調整して、所望する色の光を発生するステ
ップと、
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を具えたことを特徴とするＬＥＤ発光体の制御方法。
【請求項１２】
　各赤、緑及び青ＬＥＤに対する前記色度座標を、各赤、緑及び青ＬＥＤに対するホトダ
イオードの出力信号比と色度座標との関係を含むルック－アップテーブルにアクセスする
ことによって決定することを特徴とする請求項１１に記載のＬＥＤ発光体の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＲＧＢ系ＬＥＤ発光体、特に、ＬＥＤ発光体が所望な色及びライティングレ
ベルの光を発生するように、各ＬＥＤによって出力される光の実際の波長と各ＬＥＤに所
望される波長との測定波長差に基づいてＬＥＤ発光体を調整する、ＲＧＢ系ＬＥＤ発光体
制御装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　当業者に周知のように、赤、緑及び青（ＲＧＢ）発光ダイオード（ＬＥＤ）に基づく発
光体は、適切に組み合わせた場合には白色光を発生する様々な色の光を発生する。ＲＧＢ
 ＬＥＤに基づく発光体は、例えばＬＣＤ背光、市販フリーザ照明及び白色光照明のよう
な用途に広く用いられている。ＬＥＤに基づく発光体による照明は厄介な問題点を提起し
、その理由は、個々のＲＧＢ ＬＥＤの光学的特性が温度、順方向電流及びエージングに
よって変化からである。さらに、個々のＬＥＤの特性は、同じＬＥＤの製造プロセスに対
するバッチ間にて及び製造段階にてかなり変化する。従って、ＲＧＢ系ＬＥＤ発光体によ
り発生される光の品質が著しく変化し、適当な帰還システムなくしては白色光の所望な色
及び必要とされる光のレベルを得ることができない。
【０００３】
　ＲＧＢ ＬＥＤ白色発光体を制御する１つの既知のシステムは、一定の色の光を固定の
ルーメン出力で提供するように白色ＬＥＤ発光体を制御するルーメン－フィードバック温
度－フィード-フォワード制御系を使用する。この温度－フィード-フォワード制御系は色
温度の変動を補償し、且つ基準ルーメンを供給する。ルーメン－フィードバック制御系は
各ＲＧＢ ＬＥＤのルーメンを基準ルーメンに調整する。このタイプの制御系は温度変化
に応じた各タイプのＬＥＤの特性を必要とし、これには工場検定のコストがかかる。さら
に、斯かる制御系はＬＥＤを光測定のために短期間ターンオフさせる必要もある。このＬ
ＥＤ光源のターンオフは光源にフリッカーをまねくことになる。従って、電源の応答時間
を相対的に速くする必要がある。さらに、順方向電流でのＬＥＤの変動をなくすために、
ＰＷＭ（パルス幅変調）法が必要とされる。このＰＷＭ制御では、その実行が厄介となり
、さらにＬＥＤの全能力も利用されない。
【０００４】
　従来既知の他のシステムは、ＲＧＢ系ＬＥＤ発光体の混合出力光の帰還三刺激値（ｘ，
ｙ，Ｌ）を所望な光を表わす三刺激値と比較し、且つこれら三刺激値の差がゼロに減少す
るようにＬＥＤ発光体の順方向電流を調整する。システムの制御部は、ＬＥＤ発光体の帰
還三刺激値を発生するホトダイオードを含む帰還ユニット、及び帰還三刺激値と所望され
る基準の三刺激値との差を取得するためのコントローラを具えている。システムは、上記
三刺激値の差がゼロに減少するようにＬＥＤ発光体の順方向電流を調整する制御電圧を発
生する。
【０００５】
　比較する三刺激値は、ＣＩＥ　１９３１三刺激値系以下とするか、新規のＲＧＢ側色系
以下とすることができる。いずれの場合にも、発光体の制御部は基準三刺激値を追跡する
。従って、帰還三刺激値が所望する基準三刺激値に追従する定常状態の下では、ＬＥＤ発
光体によって発生される光は、ＬＥＤの接合温度、順方向電流及びエージングの変動に無
関係に目標値に調整される所望な目標色温度及びルーメン出力を呈する。
【０００６】
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　これら従来法の効率及び精度は、白色点のＣＩＥ色度座標並びに光度Ｌの双方を検知す
る能力に依存する。ＲＧＢ系ＬＥＤ発光体を制御する従来のシステム及び方法は、白色点
のＣＩＥ色度座標並びに光度Ｌを検知することに依存するものではない。
【０００７】
　本発明の目的はＲＧＢ系ＬＥＤ発光体を制御する従来のシステム及び方法の欠点を克服
することにある。
【０００８】
　本発明の一形態によれば、順方向電流によって駆動されて、混合した色の光を発生する
赤、緑及び青（ＲＧＢ）の発光ダイオード（ＬＥＤ）を含むＬＥＤ発光体制御システムが
：
　ＬＥＤ発光体の赤、緑及び青ＬＥＤの各々に対するフィルタ付きホトダイオードの出力
信号を測定するステップと；
　ＬＥＤ発光体の赤、緑及び青ＬＥＤの各々に対するフィルタ無しホトダイオードの出力
信号を測定するステップと；
　赤、緑及び青ＬＥＤの各々に対するフィルタ付きホトダイオードの出力信号をフィルタ
無しホトダイオードの出力信号で割ることによってホトダイオードの出力信号比を計算す
るステップと；
　該ホトダイオードの出力信号比を利用して、赤、緑及び青ＬＥＤの各々に対する色度座
標を決定するステップと；
　赤、緑及び青ＬＥＤの各々に対する順方向電流を調整して、所望する色の光を発生する
ステップと；
を含むようにする。
【０００９】
　本発明の他の形態によれば、順方向電流によって駆動されて、混合した色の光を発生す
る赤、緑及び青（ＲＧＢ）の発光ダイオード（ＬＥＤ）を含むＬＥＤ発光体制御システム
が：
　前記ＬＥＤ発光体によって発生される混合した色の光を表わすと共に、ホトダイオード
の出力信号に相当する帰還値を発生する帰還ユニット；及び
　前記帰還値と、所望される混合した色の光を表わす基準値との差を取得し、その差に従
って前記順方向電流を調整するコントローラ；
を含むようにする。
【００１０】
　本発明のこれらの、及び他の目的、特徴並びに利点を、添付図面に関連して読むべき、
以下詳細に説明する具体的な実施例から明らかにする。
【００１１】
　ＲＧＢ ＬＥＤは白色光を作るのに用いることができる。同じ原理は、けい光灯照明及
びＴＶに用いられ、これらは共にＬＥＤを照らす代わりに、けい光体放射に基づくもので
ある。側色法の分野では、色は色度座標によって定量化され、そのうちの最も広く用いら
れているのは、ＣＩＥ（Commission Internationale de l'Eclairage）による１９３１年
の（ｘ，ｙ，Ｌ）色度座標である。ここでは、ｘとｙの組み合わせが色を規定し、Ｌが輝
度、即ち光の光度を規定する。このシステムは平均的なオブザーバの目の応答性に基づい
たものであって、国際的に承認された標準規格である。
【００１２】
　良質の白色光を首尾一貫して発生させることは、主としてほぼ同一の色度座標を持つラ
ンプを作ることに基づいている。換言するに、ランプ製造者にとって重要なことは、どの
ような特殊なランプでもユーザ／オブザーバにとっては視覚的に同一となるようにするこ
とにある。けい光灯照明の場合、これは種々の色付き燐光粉末を適当な比率に混合するこ
とによって達成される。これは簡単な処理であり、ほぼ同一のけい光灯が得られる。しか
し、ＲＧＢ ＬＥＤ発光体の製造にとって、このことは簡単ではない。先ず云えることは
、所望される色の光（白色点）を得るためには、各別のＲＧＢ ＬＥＤの適切な駆動電流
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をどの程度にするかを一度だけ算定する必要がある。このことは、ある特定色の全てのＬ
ＥＤが同一となるようにする場合に云えることであが、実際にはそうではない。ＬＥＤの
製造にとって、各ＬＥＤの物理的な特性や性能にかなりの差がでるのは不可避である。例
えば、大量生産による様々な緑のＬＥＤの効率はかなり、時には少なくとも２倍も変化し
得る。このようなＬＥＤを性能の可変性を考慮しないで使用すると、これらのＬＥＤを使
用する様々なランプ間の白色点が大きく変化することにより（紫－白色光から緑－白色光
）、製品性能に不一致をもたらすことになる。そこで、このような問題は解決しなければ
ならない。
【００１３】
　上記問題に対する普通の解決策はＬＥＤを結び付けることによって達成される。それは
、各ＬＥＤの関連する物理特性を測定し、それらを分類し、且つ選択したＬＥＤの組み合
わせで製品を作ることである。この方法はロジスティカルな難事業である（即ち、極めて
費用がかかる）こと以外に、このやり方では全ての問題を解決することにはならない。ラ
ンプの製造後に、ＬＥＤの諸特性は変化し（これはＬＥＤのエージングと称される）、こ
れはある時間の経過後に色点に変化を来たす。ランプの製造からその使用可能寿命を通し
て首尾一貫した色点を確保する唯一の方法は、色点をランプの全寿命の間絶えず測定し、
且つ駆動電流（又はパルス幅変調のデューティサイクル）をそれ相当に調整して、所望な
白色点を達成すると共に維持することにある。本発明は、フィルタ付き及びフィルタ無し
ホトダイオードからの信号を用いて、ＲＧＢ ＬＥＤに基づく発光体の色点を測定し、且
つ制御する一つの方法を開示する。
【００１４】
　図面の図１を参照する、ここには３個のエッジフィルタ付きホトダイオードを１つのフ
ィルタ無しホトダイオードと組み合わせて用いるＲＧＢ ＬＥＤ白色発光体の色点を検知
するための装置を示してある。このシステムには白色ＬＥＤ発光体１０、フィードバック
ユニット２０及びコントローラ３０が含まれる。模範的な例として、ここでは白色ＬＥＤ
発光体１０につき説明するが、本発明は他のどんな色のＬＥＤ発光体にも適用し得ること
は明らかである。
【００１５】
　白色ＬＥＤ発光体１０は、赤、緑及び青（ＲＧＢ）ＬＥＤ光源11R、11G及び11Bと、光
学アセンブリ兼ヒートシンク１２と、３つの独立した赤、緑及び青ＬＥＤ用のドライバ14
R，14G及び14Bを有する電源１３とを具えている。各ＬＥＤ光源は同様な電気的且つ光学
的な特性を有する複数のＬＥＤにより作成され、これらを適当に直列及び並列に組み合わ
せて接続して，当業者に既知の光源とする。ＬＥＤはヒートシンクの上に取り付けられ，
ヒートシンクにおけるそれらの配置は、後方照明及びフリーザ用の白色光照明のように、
白色ＬＥＤ発光体１０の用途に依存する。用途に応じて適当な光学系を用いて、ＲＧＢ 
ＬＥＤ光源11R、11G及び11Bの光を混合させて、白色光を発生させる。
【００１６】
　ＬＥＤ光源11R、11G及び11Bは、これらＲＧＢ ＬＥＤ光源用の３つの独立したドライバ
14R，14G及び14Bを有する電源１３によって駆動される。電源及びＬＥＤ光源用ドライバ
は、適当なAC対DC、DC/DCコンバータのトポロジに基づく。ＲＧＢ ＬＥＤドライバは、コ
ントローラ３０からＬＥＤの順方向電流基準信号を制御電圧VCR-REF，VCG-REF及びVCB-RE
Fの形態で受電して、必要な制御電圧及び/又は順方向電流をＲＧＢ ＬＥＤ光源に供給す
る。ＬＥＤドライバは電流帰還系及び適当な電流制御系を具えており、これらはＬＥＤの
順方向電流をそれらの基準値に追従させる。ここでは、制御電圧VCR-REF，VCG-REF及びVC
B-REFをＬＥＤ光源を駆動するそれぞれの順方向電流用の電流制御系に対する基準とする
。
【００１７】
　好適実施例における帰還ユニット２０は、３つのフィルタ付きホトダイオード21R，21G
及び21Bと、フィルタ無しホトダイオード２２とを具えている。帰還ユニットは必要な増
幅器と、フィルタ付き及びフィルタ無しホトダイオードの出力信号をコントローラが使用
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し得る電気信号に変換する信号変換回路とを具えている。フィルタ付き及びフィルタ無し
ホトダイオードは、光学アセンブリ１２の内部の適当な位置に、これらのホトダイオード
がＬＥＤ光源11R、11G及び11Bから十分に混合された光を受け取るように取り付けられる
。従って、対応する光電流はノイズレベルよりも高くなり、如何なるノイズ（他の光）と
も区別することができる。ホトダイオードは、漂遊及び周囲光がこれらのホトダイオード
によって測定されないように、シールドもされる。ホトダイオードを配置するディテール
は用途によって特定される。増幅兼信号変換回路は、光電流を適当な増幅度で電圧信号に
変換する。
【００１８】
　コントローラ３９は、ユーザインタフェース３１と、基準値発生器３２と、制御機能を
果たす制御機能回路３３とを具えている。コントローラ３０は、アナログ又はデジタル形
式のいずれかとすることができる。好適実施例では、コントローラはマイクロプロセッサ
及び/又はマイクロコントローラを用いるデジタル形式のものとする。ユーザインタフェ
ース３１は、ユーザが所望する白色点及びユーザが所望する光のルーメン出力を得て、こ
れらの入力を適当な電気信号に変換してから基準値発生器３２に供給し、この基準値発生
器３２により前記電気信号を所望な白色点の色度座標に関連付ける。色度座標は、以下説
明するように、帰還ユニット２０からの帰還信号に沿ってコントローラ３３に供給される
。
【００１９】
　コントローラ３０は必要な制御機能ユニット３３を具えており、これは白色ＬＥＤ発光
体１０によって発生される光を追跡すると共に制御する。白色光に対する所望な色及びル
ーメン出力を提供するユーザインタフェース３１の出力は基準値発生器３２に供給され、
この基準値発生器３２はユーザ入力信号に基づいて制御機能ユニット３３に供給する必要
な色度座標を導出する。制御機能ユニット３３用の帰還信号は帰還ユニット２０の出力か
ら取り出される。帰還信号は制御機能ユニット供給され、この制御機能ユニットは、白色
ＬＥＤ発光体のＲＧＢ ＬＥＤの色度座標（これはホトダイオードの出力に基づく）と、
基準値発生器によって供給される所望な色の光の色度座標との差を決定する。コントロー
ラは（以下説明するように）帰還信号を解析することに基づいて電源１３及びＬＥＤドラ
イバ14R,14G,14Bに必要な制御電圧VCR-REF，VCG-REF及びVCB-REFを供給して、ＬＥＤ光源
の順方向電流を変えて、所望な色の光を発生させる。帰還をかけるのは発光体の寿命が続
く限り続行させて、発光体の寿命の間首尾一貫した色点を提供するのが好適である。
【００２０】
　そこで、順方向電流によって駆動されて、或る色の光を発生する赤、緑及び青（ＲＧＢ
）発光ダイオード（ＬＥＤ）を含むＬＥＤ発光体の制御方法につき説明する。先ず云うべ
きことは、複数の所望な色点に対する色度座標を基準値発生器に供給して、ユーザが所望
な色の光を入力すると、それに対応する座標が制御機能ユニットに供給され得るようにし
なければならない。さらに、発光体に用いられるタイプの各赤、緑及び青ＬＥＤ用のＬＵ
Ｔ（ルックアップテーブル）を、好ましくはコントローラユニット内のメモリに記憶させ
て、帰還ユニット２０によって供給される測定帰還信号に関連付けて、発光体に用いられ
る赤、緑及び青ＬＥＤに対する色度座標を推定しなければならない。
【００２１】
　好適実施例では、各タイプのＬＥＤに対して１つのルックアップテーブル（即ち、赤Ｌ
ＥＤに対して１つのルックアップテーブル、緑ＬＥＤに対して１つのルックアップテーブ
ル及び青ＬＥＤに対して１つのルックアップテーブル）を生成する。ルックアップテーブ
ルは、ＬＥＤの各グループに対するエッジフィルタ付きホトダイオードの出力信号（Ｆ）
及びフィルタ無しホトダイオードの出力信号（Ａ）を測定することによって生成される。
さらに、ＬＥＤの諸特性を規定する色度座標ｘ及びｙと、発光効率Ｅも測定される。発光
効率は測定光度（スペクトロメータにより得られる）をフィルタ無しホトダイオードの出
力信号で割ることによって（即ち、Ｅ＝Ｌ／Ａ）得られる。複数のＬＥＤに対する測定値
に基づいて、フィルタ無しホトダイオードの出力信号（Ａ）に対するフィルタ付きホトダ
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イオードの出力信号（Ｆ）の比（Ｆ／Ａ）と、色度座標ｘ及びｙと、発光効率Ｅとの関係
が決定される。
【００２２】
　ルックアップテーブルを生成した後には、これらを制御機能回路３３によるアクセス用
にメモリに記憶する。ルックアップテーブルをＬＥＤの製造時に予め生成してある場合に
は、その情報をシステムのメモリにダウンロードさせることができる。
【００２３】
　図２を参照するに、ここにはＬＥＤ発光体を制御する方法を示してある。この方法は、
白色ＬＥＤ発光体を作動させた後に、フィルタ付き及びフィルタ無しホトダイオードの出
力信号を測定する（ステップ１００）ことを含む。前述したように、好適実施例では３つ
の別個のフィルタ付きホトダイオードを使用した。１つのフィルタ付きホトダイオード21
Rは赤ＬＥＤの出力を測定し、１つのフィルタ付きホトダイオード21Gは緑ＬＥＤの出力を
測定し、また１つのフィルタ付きホトダイオード21Bは青ＬＥＤの出力を測定する。装置
は１つのフィルタ無しホトダイオードも具えており、このダイオードは赤、緑及び青ＬＥ
Ｄのフィルタ無し出力を測定するのに用いられる。赤、緑及び青ＬＥＤのフィルタ無しホ
トダイオード出力信号は、好適実施例では３つのＬＥＤのうちの２つを交互にターン－オ
フさせて、当面作動している１つのＬＥＤの出力だけを測定するようにして、単一のホト
ダイオードで得られる。即ち、赤ＬＥＤに対するフィルタ無しホトダイオード出力信号を
測定するには、緑ＬＥＤ及び青ＬＥＤを一時的にターンオフし、緑ＬＥＤに対するフィル
タ無しホトダイオード出力信号を測定するには、赤ＬＥＤ及び青ＬＥＤをターンオフし、
また青ＬＥＤに対するフィルタ無しホトダイオード出力信号を測定するには、赤ＬＥＤ及
び緑ＬＥＤをターンオフする。
【００２４】
　フィルタ付き（Ｆ）及びフィルタ無し（Ａ）ホトダイオードの出力信号は制御機能回路
３３に供給され、この制御機能回路はフィルタ付きホトダイオードの出力信号を赤、緑及
び青ＬＥＤの各々に対するフィルタ無しホトダイオードの出力信号（Ａ）で割ったホトダ
イオード出力信号の比（Ｆ／Ａ）を発生する（ステップ１０５）。次いで、赤、緑及び青
ＬＥＤの各々に対するホトダイオード出力信号の比を、制御機能回路に記憶してある対応
する赤、緑及び青のルックアップテーブルと比較する（ステップ１１０）。ルックアップ
テーブルからと、赤、緑及び青ＬＥＤに対するホトダイオード出力信号の比に基づいて、
赤、緑及び青ＬＥＤに対する色度座標（ＸＬＵＴ，ＹＬＵＴ）及び発光効率（ＥＬＵＴ）
を得る。
【００２５】
　その後、赤、緑及び青ＬＥＤ発光体の実際の色点（ｘ，ｙ及びＬ）に対する最良の推定
値を得る（ステップ１１５）。ｘ及びｙ色度座標に対する最良の推定値は、対応するルッ
クアップテーブルからのｘ及びｙ座標に相当する。赤、緑及び青ＬＥＤの各々の光度は、
発光効率（ＥＬＵＴ）に帰還ユニット２０から得られたフィルタ無しホトダイオードの測
定出力信号を逓倍することにより計算される。次いで、白色ＬＥＤ発光体の色点の推定値
を、それがユーザインタフェース３１を介してユーザが入力した所望な色点と異なるかど
うかを確かめるために比較する（ステップ１２０）。差があり、しかも白色ＬＥＤ発光体
の赤、緑及び青ＬＥＤに対する現行色点の最良推定値に基づくものである場合には、各Ｌ
ＥＤの出力を変更させて、所望な白色点（ユーザインタフェース３１を介してユーザによ
って与えられる色点）を生成する（ステップ１２５）。即ち、コントローラは推定色点に
基づいて制御電圧及び順方向電流を発生し（標準のカラーミキシングを用いて）、これら
の電圧及び電流はＬＥＤドライバに供給されて、赤、緑及び青ＬＥＤの出力を変更して、
ユーザが入力した所望な白色光を発生させる。
【００２６】
　本発明の利点は、その方法がＬＥＤの温度関連特性を得るのに工場検定を必要としない
ことにある。さらに、ＬＥＤのバッチ間変動をなくし、これによりどんなＬＥＤでもバッ
チ使用できるので、コストを大幅に低減させることができる。
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【００２７】
　ここでは、本発明の説明に役立つ実施例につき添付図面を参照して説明したが、本発明
はこれらの実施例のみに限定されるものでなく、本発明の範囲又は精神を逸脱することな
く他の様々な変更及び修正を当業者が行うことができるものと理解されるべきである。例
えば、３つのフィルタ付きホトダイオードと、１つのフィルタ無しホトダイオードとを用
いる代わりに、１つのホトダイオードを回転カラーホイールと一緒に用いて、必要なフィ
ルタ付き及びフィルタ無しホトダイオード出力信号を発生させることもできる。さらに、
１つのフィルタ無しホトダイオードの代わりに、３つの各別のフィルタ無しホトダイオー
ドをそれぞれＲＧＢ ＬＥＤに対応して用いることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明による検知装置を含むＲＧＢ系ＬＥＤ発光体の概略図である。
【図２】本発明による制御方法を示すフローチャートである。

【図１】 【図２】
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